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第 5章　地域記録機関としての天草アーカイブズの意義
孫　　知慧
一　はじめに
　私が属した文学班は、 7月29日から31日まで、天草市五和町御領という地域で調査をすることになっ
た。その御領には、天草市立天草アーカイブズ1）という地域文書の保存機関があって、私たち一行 4人
はそこに所蔵される、かつて天草島内で発行された新聞の写真撮影やマイクロフィルム印刷などの作業
を行った。
　本稿では、天草アーカイブズを訪ねて得た知識や、作業の内容、感想などを紹介することにしたい。
二　天草アーカイブズについて
1 　天草アーカイブズの紹介
　熊本県天草市五和町御領にある天草アーカイブズは、平成14年（2002） 4 月に「市民による地域文化
の創造」「より開かれた市政の運営」「情報資源を活かした高度な行政の実現」という三つの基本理念の
もとに設立された。当初は教育委員会文化課歴史民俗資料館管理係に属していたが、平成18年（2006）
3 月27日の合併（現在の天草市が成立）により、「天草市立天草アーカイブズ」となり、市長部局総務部
総務課アーカイブズ係となった。
　設置以前の、平成12年（2000） 8 月、天草史料調査会と市長の交流会、同年 9月公文書収集作業開始
などの作業を行いながら、地域情報機関としての体制構築を推進したのである。そして、先に述べたよ
うに、天草市立天草アーカイブズに改称し、平成19年（2007） 4 月に本館を天草市役所五和支所内へ移
転し、今の組織体制で活動するようになった。
　主たる役割は、基本的には市の行政文書や行政刊行物の保管や活用、そして天草に関する地域資料と
記録のうち、歴史文化資源などを収集、整理、保存し、広く市民と行政の利用に役立てることを目的と
している。アーカイブズは天草市立の施設だが、「天草」（上天草市や苓北町を含む）に関する資料の整
理・保存を意図している。
　具体的な活動として、教育機関の活動では市民向けの講演・講習会開催、広告活動及び展示活動では
 1）	「アーカイブズ（archives）とは、多くの場合「文書館」・「公文書館」などとされている。しかし、本来言葉の意味
は、公文書や地域資料というだけにかぎらず、映像資料や電子記録も含めた関連「記録物」を永久保存して一般公
開する施設を意味する。
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地域資料の普及を推進すること、そして地域文化祭（毎年開催される「繭姫通り夜市」も一つの例）へ
の参加なども行っている。
2 　文書保管と廃棄に関して―金子館長による紹介―
　天草アーカイブズを訪れた初日、金子久美子館長から文書 ·資料の保存と廃棄、分類システムと順序
について説明を受けた。この紹介によると、アーカイブズの総合的文書管理システムには、厳重な文書
の評価選別・移管・保存活用が行われ、評価選別作業は、 3段階の作業を行うようである。
　第 1 段階は、文書発生時の保存年限を決定して、 1 年保存文書のほとんどはここで廃棄が決定する。
文書が発生し、保存年限を決定する時からアーカイブズと文書センターが共同して指導し、厳正に保存
年限を決定する。こうして、 1年保存文書のほとんどを見ずに廃棄することができる。もちろん例外は
あるので、一部サンプル保存する内規も盛り込まれてある。
　第 2と第 3段階は、文書センターの中間保管庫内での評価選別である。これを運営する文書担当と協
力し、文書センターに移管されるとすぐに第 1次評価選別を行う。編纂年度が同じである文書を同時に
評価選別するためである。編纂年度が同じ文書をすべて同時に評価選別するのは、大変科学的な方法で
ある。この第 1次評価選別結果を記録し、各々の保存年限が経過した時点で、記録をもとに第 2次評価
選別を行う。文書センター内で評価選別をすべて終えるわけであるから、アーカイブズに移管される文
書は、すべて永久保存文書となる4）。
　下の写真 3のように、非常に広い空間で資料を集め保管し、館内の職員たちが厳密に文書資料を検討、
 2）	天草アーカイブズ館入口には、写真 1のような看板がある。元々は、「本渡市立天草アーカイブズ」と書いていたが
（平成14年 4 月開館当時）、今は、青い字で〈天草〉部分が変更され「〈天草〉市立天草アーカイブズ」と変わってい
るのが目立つのである。
 3）	玄関を出て外の100mくらいのところに「御領組大圧屋長岡五郎左衛門興就公」像がある。
 4）	図 1 を含めてこの内容の一部は、本多康二「業務文書システム分析表の作成と合併に伴う公文書調査整理」（『広文
協通信』第11号、広島県市町村公文書等保存活用連絡協議会、2007年 5 月）を参考した。
写真 1 　天草アーカイブズの看板 2） 写真 2 　長岡五郎左衛門興就公像 3）
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選別、そして資料別リストを作成する。
　天草アーカイブズの事務室では、14名の職員が作業に従事し、自治体の行政文書を整理する「行政資
料班」と、地域の古文書収集や保存を進める「地域資料班」に分かれて日常的な業務に取り組んでいる。
写真 3の 5名は、それぞれ資料を検討し、パソコンで資料の目録の入力を進めている。
　特に天草では、平成18年（2006） 7 月に、水害で河浦町の書庫が浸水の状態になって、文書約2,100箱
が泥水に浸かった。その中では、明治時代の土地台帳など歴史的に重要な公文書が35箱あり、カビが生
えるなどの危険牲があったため、業務用冷蔵庫を借りてマイナス24度で冷凍保存して資料を管理した。
さらに、翌年に福岡市埋蔵文化財センターの協力を得て、資料を真空凍結乾燥させるなどの復元作業を
行ったこともある。
3 　天草アーカイブズの運営と活動
　天草アーカイブズの運営と活動は、文書や映像資料などの記録物の保管5）だけではなく、「市民による
 5）	日本では、地方の記録管理専門機関を「文書館」と称する。地方自治団体の文書類を保存・管理する文書館、公文
図 1 　総合的文書管理システムについて
写真 3 　文書廃棄と保管作業
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地域文化の創造」「より開かれた市政の運営」の役割を担当している。
　次の写真 4にも見られるように、大きくは 4つ（公文書管理、地域史料整理、映像資料整理、普及活
動）に分けている。そして、写真 5のように過去の日常生活を見せる所蔵資料を公開する。これを通じ
て市民たちは、過去の町づくりや過去の地域の風習などに興味が深くなっていくことであろう。
① 文書管理
　公文書や市の行政文書・行政刊行物の中で、保存期間を満了したものなどを移管して、価値如何や重
要性によって選別、整理、保存する。そして、それらの資料を必要によって調査作業や研究に活用する
場合もあるし、紹介や広報のために公開する場合もある。
　主な収蔵資料を時折紹介しているが、たとえば、行政資料としては、旧自治体行政文書や天草市行政
文書の中で満了期間を過ぎた文書を、そして行政刊行物では、旧市町と天草市が作成・発刊した広報、
パンフレット、ポスター、書籍などを保存・公開している。
②　地域資料整理
　天草という地域に関する各種の資料、郷土史料や古文書の記録類などを収集し、整理、保存する作業
を行っている。天草アーカイブズの収蔵資料の中で主な地域史料としては、中西家文書や大塚家文書な
どの天草に残ってきた古文書類、郷土研究関連寄贈書や調査書類、そして「天草新聞」「天草民報」「み
くに新聞」のような当地で発行された新聞資料があげられる。
書館、資料館、アーカイブズなどの機関を、通称「文書館」と表記する。普通、県に設置されている文書館は県公
文書館と、市に設置されている文書館は市公文書館と称するのである。（太田富康「電子自治体の資料館」全国歴史
資料保存利用機関連結協議会　埼玉県文化財保護課『記録と史料』13号 ,	 2003年	 3 月）参照。
写真 4 　天草アーカイブズの活動・作業 写真 5 　所蔵写真の展示
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③　映像資料整理
　天草の生活や町の様子を見せている写真や映画などの映像資料を収集し、選別、整理、保存する作業
を行っている。たとえば、行政広告写真や選挙写真とか、祭り映像などの資料、そして個人が収蔵して
いた写真・動画も保存しながら公開することを行っている。
④　普及活動
　上述したそれらの資料（公文書、行政資料、地域史料、映像資料など）を、研究者や地域住民に公開
して、閲覧や展示などの方法を通じて広く普及する活動をしている。
　以下の資料は、天草アーカイブズの収蔵資料のひとつ、地域関連資料の例である。左は、天草郷友会
機関誌である「郷友」（昭和15年（1940）11月20日）であり、右は、天草アーカイブズに展示されている
ハイヤ踊りの写真（昭和57（1982）年 4月、古浦田智美先生）6）である。
　参考として、日本では普通の場合は地方記録を「地域史料」と表現する。地域史料の正義を二つで整
理すると、次のようである。	第一に地域史料というのは、地域の歴史文化に関する文書などの	記録類、	
つまり、古文書、行政文書、地域文献などを指称する用語である7）。第二として	地域史料は、地域の機
 6）	この写真の下には「牛深町、先導踊り手は、ハイヤ踊りの創始者、古浦田智美先生、昭和57年 4 月」と説明されて
いる。この（熊本県天草市牛深町の）ハイヤ踊りというのは、元々が船乗り達の酒盛り踊りであったため、中腰で
重心が低く、また網投げ・櫓漕ぎなどの動きが特徴となっている。「牛深はいや節」の踊りが初めて披露されたのも
昭和37年で、保存会 3団体が伝承・発展に努めている。「天草はいや」は平成 5年当時に本渡市教育長であった小田
原満氏が町おこしのリズムとして編曲したものを、藤本光栄会が演奏し、さらに南風凛風会が太鼓演奏によって力
強さを加え、新天草市を全国に発信しようとしている。
 7）	岸清俊	「地域史料の保存活用にむけて―埼玉県市町村史編さん連絡協議会から埼玉県地域史料保存活用連絡協議会
への名称変更にあたって―」（『地方史研究』231号、地方史研究協議会、1991年	 6 月）
写真 6 　天草郷友会機関誌『郷友』 写真 7 　ハイヤ踊り写真（天草アーカイブズ展示）
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関団体や個人が何かの社会的組織的活動を行う直前に、その過程を作成・受理し保存して来た記録類、
あるいはその情報である。地域史料の「地域」とは、単純な地方自治団体の区域の意味ではなく、各時
代にかける住民の生活行動及び	範囲を意味するのである8）。
4 　天草アーカイブズの普及活動とその意義
　天草アーカイブズの主要活動は、①公文書管理　②地域資料整理　③映像資料整理　④普及活動の四
つで分けられたが、その中でも、とりわけ、地域の住民との交感作用やフィードバックを構築するため
の活動は「④普及活動」であろう。
　天草アーカイブズの役割は、ただの文書管理や収集だけではなく、市民向けの資料公開という点も同
時に行っているのが特徴である。この天草アーカイブズにおける普及活動の主たる対象として、第一は、
市民と市内のさまざまな民間組織や団体、そして第二は、市職員と市内のさまざまな公的組織や団体、
第三は、日本全国さらには世界に向けた普及活動まで、つまり、天草市だけに限らず、日本全国さらに
は世界に向けた普及活動にも重点を置いているのである。
　このような眼差しに基づき、公文書・行政刊行物・地域史料などを、市民のまちづくりや生涯学習、
学校教育及び行政機関で広く活用してきた。天草アーカイブズの普及活動を四つに分けてみると、 1教
育・研修活動、2広報活動、3イベント活動、4その他の活動である9）。その内容を紹介すると、次の例
があげられる。
 8）	埼玉県地域史料保存活用連絡協議会「地域文書館の設立に向けて 4」（『地域史料の保存と管理』、埼玉県地域史料保
存活用連絡協議会編、1994年、	 3 月	 31日、pp.15-16）
 9）	天草市立天草アーカイブズ運営審議会の「天草アーカイブズの普及活動について（答申）」（平成20年 3 月25日）内
容の一部、参照。ここでは、〈 1「市民による地域文化の創造」―地域文化の担い手を育てる普及活動―、 2「より
開かれた市政の運営」―市民の市政参加を進める普及活動―、 3「情報資源を活かした高度な行政の実現」―行政職
員に対する普及活動―。 4世界の天草アーカイブズをめざして―日本全国や世界に向けた普及活動―〉と分けて説
明されていた。
写真 8 　天草アーカイブズ企画展
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◆事例：企画展の開催
　平成23年 9 月13日～17日、天草の昭和40年代を記録した広告写真の約160枚を、天草アーカイブズ館展
示ホールに展示し、市民に無料公開する企画展が開催された。
三　天草地域新聞の紹介
　私が所属する調査班が撮影し、印刷した新聞は、次の通りである。
　〈新聞撮影資料〉
・『天草新聞』：昭和29年（1954）・昭和38年（1963）・昭和47年（1972）
・『週刊あまくさ』：平成元年（1989）
・『天草民報』：昭和28年（1953）・昭和29年（1954）
・『天草毎日新聞』：昭和47年（1972）・平成元年（1989）天草
・『みくに新聞』：昭和38年（1963）・昭和47年（1972）・平成元年（1989）
　これらの新聞は天草島内で発行された郷土新聞（地域新聞）である。私の班では、およそ昭和25年
（1950）から平成 2年（1990）までの天草の地域状況や事件・活動などを把握される資料に注目し、5種
類の新聞の撮影やマイクロフィルムの印刷作業を行った。その資料の一部を紹介することにしよう。
①　『天草新聞』10）
10）	『天草新聞』（熊本県本渡市本渡町・天草新聞社）、編集発行責任者：田中沢治、日曜祭翌日休刊。
写真 ₉－1　『天草新聞』 写真 ₉－2　『天草新聞』
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◆記事紹介
　写真9-1 は『天草新聞』（昭和29年（1954）7 月 2 日、1面）の記事で、見出しは「町村合併の第二陣」
である。この紙面の主要内容は、小題目として「牛深市・竜ヵ岳村誕生」「鉱・漁中心の産業都市―新生
牛深市のプロフィル」から分かるように、新しい牛深市の発足を紹介する内容が中心になっている。
　写真9-2 は『天草新聞』（昭和29年（1954） 6 月27日、 2面）の記事で、主要内容の見出しは「水魔各
地に狂う」である。ここでは、当時の水害による被害の状況がそのまま写真と記事文として収録されて
いる。
②　『週刊あまくさ』11）
◆記事紹介
　写真10-1は、『週刊あまくさ』（平成元年（1989） 1 月13日）の記事で、見出しは「天皇陛下崩御―平
成の時代へ」である。この紙面の主要内容は、小見出し「天草に 2度ご訪問」から分かるように、昭和
天皇の崩御後、新しい平成の時代が始まることと、過去（昭和24年（1949） 5 月）に昭和天皇が天草を
訪問した回想として「赤崎のタイ網をご覧になる」という写真を載せている。
　写真10-2は、『週刊あまくさ』（平成元年（1989） 6 月23日）	の記事で、町の行事について紹介してお
り、特に「本渡夏祭り行事決まる―ハイヤ踊りは 7月22日」という記事では祭りの紹介とともにハイヤ
踊り写真を載せているのが目立つ。
11）	『週刊あまくさ』本渡市下浦町2723番地、編集発行責任者：近藤鉄男、毎週金曜日発行（月750円）
写真10－1　『週刊あまくさ』 写真10－2　『週刊あまくさ』
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③『天草毎日新聞』12）
◆記事紹介
　写真11-1	『天草毎日新聞』（昭和47年（1972）5 月 3 日）の記事で、代表記事名は「天草観光ブーム再
来へ：期待は大きく」である。この紙面の主要内容は、NHKの連続テレビ小説〈藍より青く〉が始ま
り、天草下島が背景になってハィヤ節も登場するなどに注目し、観光地として天草が知られていること
に期待感を示す記事を載せている。
　写真11-2	『天草毎日新聞』（昭和47年（1972）7 月 7 日）の記事で、代表記事名は「被害まだ増大―県
知事も現地視察：交通・通信は断絶」である。この紙面の主要内容は、当時天草の集中豪雨の事態を知
らせており、死亡者や連絡が途絶えた行方不明の人名を掲載する。
五　結論―地域公文書館としての示唆―
　以上、天草市立天草アーカイブズの紹介、関連活動、地域新聞の紹介について述べてきた。ここでは、
上述した天草の活動が持つ意義について概括することにしたい。特に、現在の韓国の地域アーカイブズ
の現況と比べ、天草アーカイブズが示唆する内容を再認識することに重点を置きたい。
　日本の記録管理は、中央の記録保存機関である国立公文書館が設立される以前から、すでに各県にお
いて地方公文書館が設立された。昭和34年（1959）に西欧のアーカイブズの概念を最初導入した山口県
文書館を皮切りに、昭和46年（1971）年に至って国立公文書館が開館した。それ以降、現在の日本の記
12）	『天草毎日新聞』（本渡市古川町 2の28・天草毎日新聞社）、編集発行責任者：錦戸宏、日祭翌日休刊（月340円）
写真11－1　『天草毎日新聞』 写真11－2　『天草毎日新聞』
周縁の文化交渉学シリーズ 8　天草諸島の歴史と現在
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録管理体制は国立公文書館と、地方行政単位である都道府県及び市町村次元の文書館が体系として存在
する13）。
　確かに、実際に地方で編製された記録類は、その地方の行政資料として、あるいは証憑資料として、
文化資料として多く活用されるものであり、地域住民たちの情報要求に迅速に応じることができる文書
の作成地で保存されるのが望ましい。日本では、その中央と地方の記録物管理の理想的な管理体系、そ
のバランスを試行するための発展を続けてきたと言える。
　参考として、現在の韓国では国家の公文書館は設置されているが、天草のような役割を担当している
地方公文書館は、まだ設置されていない状態である。国家単位としては、国家記録院14）や韓国国史編纂
委員会15）などがあげられるが、地方単位としては推進運動が進められているものの、今のところまだど
の地域でも設立されていない。平成11年（1999）から公共記録物管理法が制定され、同12年（2000）に
施行されてから、地方記録物管理機関の設置や拡大、地域情報収集や公開などが推進されたが、法律の
制定とは異なる予算問題や意識不足などの理由のため、現実はまだまだである。その状況から、天草の
ような文書管理や、多様な市民生活に関する企画などの作業は、町の事務所や郷土館で行っている。そ
れは、地方の自立度の問題とも関係がある。日本は長きにわたる地方自治体の歴史を持って、国家・地
方と合わせて文書館制度を整備してきた。しかし、韓国は地方自治体の定着も遅く、近年になって参与
意識が高まってきたところである。
　地方記録機関は、地方資料の収集・整理・保存・活用に対する革新的改革を意図するための出発点で
あり、行政的側面においては地方自治団体の開放的透明行政の実現や市民監視と参加を確保する土台に
なる。さらに学術文化的側面においても、住民の利用によって地方の学術文化の発展に寄与される資料
13）	이명희（イミョンヒ）「地方記録物管理機関을　위한　利用者서비스　模型開発」、祥明大学校、2008、	 p.27参照。
表 1 　外国地方記録館の記録管理形態及び特徴
国名 形態 地方記録物管理の主要特徴
日本 地方自治形 まず自生的地方記録管理が行ってから、後に法律制定で国家記録物管
理の体系が備わるようになった。
中国 中央集中＋地方自治形 ①国家記録物を管理する国家檔案局・中央檔案館と、地方行政区域単
位別記録物を管理する（省・県）檔案国と檔案官に区分する。②政策
制度や標準は、国家から統一的に指揮管理している。③記録物の収
集、保存、活用は、地方別に自体的に遂行する分散管理体系である。
	 	 因みに、中国の総合檔案官・省級檔案官として、第一の模範的事例は上海市檔案官（1949年－）である。
	 	 圏を含めて	1,863個の分類基準に	2,130,817冊の党案を所蔵してイッだ。50）上海市党案官で提供する利用者サー
ビスは次のようだ .
14）	国家記録院は韓国の国立公文書館であり、もとは韓国政府記録保存所といった。朝鮮総督府文書を保存している機
関として前々から知られている。韓国政府はキム・デジュン（金大中）大統領の時代以降、記録管理とアーカイブ
ズ・システムの整備に国を挙げて取り組んでいる。
15）	韓国国史編纂委員会は、韓国における歴史研究と史料編纂のナショナルセンターである。多くの史料を所蔵し歴史
アーカイブズとしての機能も持っている。対馬の宗家文書が所蔵されていることでも有名である
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であり、図書館や博物館とともに地方化時代を主導する文化施設でもあるだろう16）。
　ちなみに近年にいたって、アーカイブズ学・地域情報学も重要な研究の専門分野としてますます広が
っているので、さらにこのような地域情報機関としての天草アーカイブズの運営や活動は重要な先駆的
成果であろう。今まで、埼玉県・山口県・群馬県などの文書館はよく知られているが、天草アーカイブ
ズの存在や活動の意義についてはそれほど注目されなかったという感がある。しかし、町の合併や水害
などの災害を乗り越えて、市民向けの機関として役割を維持してきた天草アーカイブズは、今後韓国で
の地方公文書館や記録物管理・普及の方針においても模範的な前例・モデルとして参考になると思われ
る。
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